


「心のこもった交流で、楽しく交流」
「言葉は通じなくても心で通じあえた」

野崎一幸さん()11辺)

私
た
ち
は
鹿
谷
郷
の
青
年
グ
ル
ー
プ

と
の
交
流
と
い
う
こ
と
で
、
各
種
ゲ
l

関根セキ子さん (JJ¥高)

私
は
初
め
て
「
言
葉
は
通
じ
な
く
と

も
心
が
あ
れ
ば
し
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

何
と
な
く
緊
張
し
て
い
た
私
で
し
た

が
、
鹿
谷
郷
の
婦
人
会
の
皆
さ
ん
か
ら

盤議騒趨

ム
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
を
行
い
、
楽
し
く
交
流
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
現
地
で
の
交
流
の
相
手
は
予

想
し
て
い
た
青
年
団
と
か
の
グ
ル
ー
プ

で
は
な
く
、
若
い
先
生
方
た
ち
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
あ
と
の
意
見
交
換
で
、

同
世
代
の
人
た
ち
と
趣
味
や
休
日
の

過
ご
し
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
み

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
思
う
よ
う
に

話
せ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
す
。

お
互
い
に
言
葉
は
通
じ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
鹿
谷
郷
の
人
々
が
心
あ
た

た
か
く
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
、
楽
し
い
交
流
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

笑
顔
で
心
よ
り
温
か
く
歓
迎
し
て
い

た
だ
き
、
何
の
と
ま
ど
い
も
な
く
身

ぶ
り
手
ぶ
り
で
、
楽
し
い
踊
り
の
交

流
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
カ
ラ
オ
ケ
交
流
、
私

た
ち
は
そ
の
準
備
を
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
申
し
訳
な
く
残
念
に
思
い

ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、

村
長
さ
ん
宅
で
、
お
い
し
い
ウ
ー
ロ

ン
茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、

婦
人
会
の
皆
き
ん
と
話
し
あ
え
た
こ

と
で
す
口
私
た
ち
と
同
年
代
の
方
が

多
い
の
に
若
々
し
く
感
じ
ら
れ
、
人

柄
も
よ
く
、
私
も
努
力
し
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。
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轟轟

「学校は各地区に一校あり教育は充実していたJ「ゲ}トボールはとても上手で負けてしまいました」「高級ウ}ロン茶の産地を見れてよかった」

援護翠議議 関根卯ーさん(北須釜)

私
た
ち
行
政
教
育
交
流
班
は
、
ま
ず
校

長
先
生
の
案
内
で
、
託
児
所
を
考
察
し
ま

し
た
。
託
児
所
は
3
つ
の
班
に
分
れ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
積
木
や
切
り
絵
な
ど
を
し
て
い

ま
し
た
。
次
に
図
民
小
学
校
を
訪
問
、
歓

迎
茶
会
の
あ
と
、
和
楽
室
内
で
線
竹
楽
の

演
奏
を
関
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
児
童

ら
は
毎
朝
登
校
す
る
と
書
道
を
行
い
、

精
神
を
統
一
し
て
学
習
に
入
る
そ
う
で

す
。
託
児
所
や
学
校
は
各
村
に
一
校
ず

つ
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
学
童
の
減
少

に
よ
り
廃
校
と
な
っ
て
い
る
所
も
あ
る

そ
う
で
す
。
行
政
機
構
の
な
か
で
、
保

健
衛
生
は
南
投
勝
直
轄
で
郷
は
関
与

し
な
い
そ
う
で
す
。
郷
民
代
表
会
議

(
日
本
の
村
議
会
)
は
、
2
，
o
o
o人
に

1
人
の
割
合
で
叩
人
が
選
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
の
各
村
に
は
郷
公
所
の

職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

公
所
内
で
通
訳
を
と
お
し
て
活
発
な

質
疑
応
答
を
行
い
、
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

戦
と
い
い
と
て
も
上
手
で
、
私
た
ち

は
1
勝
2
敗
と
負
け
越
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

競
技
の
合
い
聞
に
、
昔
の
話
や
歌

な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
日
年
も

前
に
習
っ
た
教
育
勅
語
も
間
違
い
な

く
暗
記
し
て
い
て
、
聞
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
5

年
前
に
つ
く
ら
れ
、
そ
の
時
は

ω名

で
し
た
が
今
は

1
，
2
0
0
名
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

鹿
谷
郷
の
人
々
は
、
親
切
で
人
情

深
く
接
待
上
手
、
初
対
面
で
も
す
ぐ

仲
良
く
な
れ
、
私
た
ち
も
大
い
に
見

習
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

場
、
そ
し
て
竹
林
経
営
の
よ
う
す
な

ど
を
見
学
で
き
、
大
変
興
味
深
い
研

修
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
標
高
1，
6
0
0
メ
ー
ト
ル
以

上
と
い
う
高
地
で
生
産
さ
れ
る
高
級

ウ
ー
ロ
ン
茶
の
生
産
地
を
見
る
こ
と

は
、
こ
の
友
好
訪
問
団
員
で
な
け
れ

ば
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

鹿
谷
郷
の
産
業
で
感
心
し
た
こ
と

は
、
同
地
の
環
境
を
い
か
し
た
産
業

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
ウ
ー
ロ

ン
茶
、
竹
林
経
営
な
ど
環
境
の
良
さ

を
利
用
し
た
り
リ
ゾ
ー
ト
開
発
で
実

に
合
理
的
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
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平成7年の成人式を来春 1月158(成人の日)に、玉川村就

業改善センターで行います。

村内に住所がある該当者は次のとおりです。名前が載って

いない方や、村タトに住所があってもふる里で成人式を迎えた

い方は、12月14日までに村公民館fi57-3101内線62番にお申

し込みください。(名簿は10月3日現在のものです)

{敬称略]

川 三 f辺 (14)()‘ 田子功・関根和之・井手浩智・熊田浩

二・)J ¥針恵子・小原淳一 ・石川安彦・三瓶信之-三瓶利雄

熊田麻樹野崎百合子野崎智之-吉村薫-矢部憲宗

添田幹・安斎JII翼一

関根修・矢吹ゅう

良-双里輝彦・内田千恵 ・車巴久美子

志・溝井博幸・添田智広

中 :"(13A) 鈴木広美・首藤昌幸・添田祐美子・高林

美枝・小針由紀・吉田ひろみ・関根正俊・永林清美・城井英

博・岩谷圭子-永林吉紀 ・小針里美・鈴木正幸

岩法寺 (15人〉 佐久間倉光倉鎌賓志・瀬谷由子矢内

秀人・佐久間勝夫・村越淳子・丹内啓達・溝井孝昌 奥野堅

草野幸子・大竹総美・矢内里香・黒田泰吉 ・川田裕之

石森誠

竜 F 崎 へ(1 6~入~) 太田秀司 ・阪本純子

智哉-白井正江-鈴木由紀-小林喜美

也-鈴木誠・小林博樹・小林みつ美

郁・小林礼子-小林恵

南須釜 (18人) 斉藤恵美・増子忠行・青木英二塩津幸

次・大野浩治・小山田枝美子・)J ¥原…美・吉村久美子・塩津

裕勝小原幸春金子美由紀-大野美加 ・小原麗士・草野正

彦・宗形さとみ ・佐久間正広・大木瑞人・飯島美代子

北須釜山(8人) t草津賢一・佐久鶴美幸・矢吹清幸・野口

雅美-須田優子-草野貞道 ・草野善広・榊枝マリ子

須釜政利・有賀雅彦・大和田寛幸・有賀

裕子-須釜勝幸 ・有賀喜一郎

山小屋 '(5入〉 石森公子・石森正文

謹也・石森隆

四辻新目、(3名)

該当者 7は 1.1:1人 ?をす

西)11淳

小針孝

溝井幸人

溝井秀敏

吉村ミヤさん(南須蓋)

老
人
交
流
は
、
闘
民
小
学
校
で
地
元

の
チ
l
ム
と
ゲ
!
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
を

行
い
ま
し
た
。
ル
ー
ル
は
日
本
と
全
く

同
じ
で
、
日
本
に
来
て
習
っ
て
い
っ
て

教
え
る
そ
う
で
す
。
技
術
と
い
い
、
作

欝務範議翠
岩谷利秋さん(JJ¥高)

私
は
産
業
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
鹿
谷

郷
の
産
業
や
特
産
品
、
農
産
物
の
生
産

技
術
な
ど
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

鄭
孔
修
氏
の
案
内
で
、

製
茶
所
や
農

近藤真理子河野

鈴木修-近藤勝

小針政史郎・湯j翠

真野田石森正敏

渡還さなえ飯田正彦誠i富田

5 



叩
尽
日
目
、
神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
区
の
日
本
消
防
協
会
中
央
訓
練

セ
ン
タ
ー
で
、
〈
王
国
消
防
操
法
大
会
、が
関
か
れ
ま
し
た
。
日
本
消
防
協

会
が
主
催
し
、
今
回
で
川
回
目
を
数
え
る
同
大
会
に
は
、
八
王
国
都
道
府

県
の
代
表
仰
チ
ー
ム
(
約
別
名
)
の
精
鋭
、
か
一
堂
に
終
結
。
山
型
ポ
ン
プ

の
部
に
福
島
県
代
表
と
し
て
玉
川
村
消
防
団
四
辻
分
団
(
塩
田
真
一
分

団
長
)
が
出
場
し
惜
し
く
も
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
福
島
県

代
表
と
し
て
全
国
大
会
で
も
晃
事
な
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

全
国
3
，
6
4
0
の
消
防
団
の
中

か
ら
勝
ち
抜
い
た
U
の
消
防
団
チ
ー

ム
が
ポ
ン
プ
車
の
部
(
お
チ
1
ム
)
小

型
ポ
ン
プ
の
部

(μ
チ
l
ム
)
に
出
場

し
て
関
か
れ
た
全
国
大
会
に
は
、
車

田
村
長
や
塩
田
村
議
会
議
長
を
は
じ

め
村
消
防
団
幹
部
や
そ
の

O
B
、
各

分
団
長
、
婦
人
消
防
隊
や
四
辻
地
区

の
方
々
が
応
援
に
参
加
、
出
場
す
る

選
手
ら
の
士
気
を
大
い
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

出
場
幻
チ
l
ム
に
よ
る
選
手
入
場

行
進
で
も
四
辻
分
団
選
手
ら
は
堂
々

と
行
進
。
開
会
式
の
あ
と
高
知
県
代

表
、
伊
野
町
消
防
団
員
の
選
手
宣
誓

に
よ
り
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
二
種
目
同
時
に
進
め
ら
れ

四
辻
分
間
(
小
型
ポ
ン
プ
の
部
)
は

東
京
代
表
の
次
げ
番
目
に
査
場
。
補

島
県
代
表
と
し
て
見
事
に
全
閣
大
会¥

 

へ

き

た

ぬ

の
晴
れ
舞
台
で
、
鍛
え
抜
い
た
成
果

を
披
露
し
、
他
チ
l
ム
か
ら
も
盛
ん
に

拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
四
辻
分
団
チ
ー
ム
は

惜
し
く
も
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
一

た
が
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
精
鋭
の

中
で
も
、
そ
の
操
法
技
術
は
高
い
レ

ベ
ル
で
、
選
手
の
皆
さ
ん
の
大
健
闘

に
盛
大
な
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い

ま
す
。村

か
ら
初
め
て
出
場
し
た
全
国
大

会
で
、
見
事
な
操
法
を
見
せ
て
く
れ

た
四
辻
分
団
選
手
の
皆
さ
ん
、
長
い

間
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
そ
し

て
大
き
な
夢
と
希
望
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「良き仲間と、指導
者に恵まれたので、
ここまでやってこれ
たと思う。心からあ
りがとうといいたいJ

「いろんな面で勉強
になったし、感動し
た。この気持ち大切
にしていきたい」

J.. 

まか~とげ の守り
玉川村消防団(大竹勝義団長)恒例の秋季検闘が10月30日(己)村民クラウンドで行われ、団員や婦人

消防隊員272人と関係者らが参加。団員らは集合及び舞台編成にはじまり、開会行事、表彰、観

関、点検、小隊訓練競技、分列行進、閉会行事、舞台解除と続く検閲の行事をキビヰピとした動き

「長かったなア。暑
かったなア。でも、
操法やって本当に良
かったなアと思いま
す」

り

乙

和

一

光

男

浩

潤

正

徳

目小隊訓練競技表彰E

第3小隊

(岩法寺ー竜崎)

第5Jj ¥掠
(北須釜 -四辻)

・優良指揮者 宗形光雄

(第4小隊 ・南須釜)

・優良第 1分隊長 車田茂夫

(第 2小隊 ・lJ¥高)

・優良第3分隊長 鈴木広和

(第 3小隊竜崎)

わ
お

戸

h
u

炉」

て
の

し
次

成

は
編

果
こ

結

隊

の
小

会
6
技

を

競
田

練

。

勝

分

割

す

け
た
で
優

れ
り
・

井

田

井

田

石

須

石

塩

団員-四辻分団

・ 'l
. 'l 

・ 'l

-準優勝

消玉 1
)11 

成

6 

年

度

平秋
ヲ長

令戻

閲

佐久間安直

(功績賞)

須釜勝郎

(精勤賞)

塩田真一

(精勤賞)

鰻顕翼塁手要事資質勝袈議開顔努達、(lJ¥型
ポンプ諜j去の部)

4砂四辻分団

団長蒙彰
.特別表彰

・小高分自分団長

・lJ¥高分団団員

. 'l 

. 'l 

・ チ

・ チ

・'l

・四辻分国分団長

・四辻分自 由員

7 

草野直一

(優良青年消防団員賞)

県消防協議長表彰伝選者
.前吉分自分自長

男

一

義

剛

一

彦

義

一

雄

勝

信

喜

昇

信

守

真

忠

額議機錫套厳重省議賓:
4砂副団長

根

島

井

田

藤

田

田

白

田

関

西

石

車

遠

車

車

塩

塩

寝額三塁鞠護費;
4砂北須釜分間班長

.四辻分団分団長



全
国
に
玉
川
と
名
の
ワ
く
町
村
は
3

町
村
あ
り
ま
す
。
我
が
玉
川
村
と
埼

玉
県
玉
川
村
、
愛
媛
県
の
玉
川
町
で

す
。
昨
年
ロ
月
に
こ
の
3
町
村
長
が
本

村
に
集
合
し
全
国
玉
川
サ
ミ
ッ
ト
が

聞
か
れ
、
3
町
村
聞
の
交
流
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
そ
の
四
国
は
愛
媛
県

越
智
郡
玉
川
町
の
よ
う
す
を
紹
介
し

ま
す
。玉

川
町
は
、
瀬
戸
内
海
来
鳥
海
峡

品山。μ"J司‘

役場からみた町のようす。遠方は今治市方面

シリーズ国体⑤

ふくしま国体

デモンストレー

ションスポーツ

。インディア力、

教室を開催 に
面
し
た
今
治
市
の
南
西
約
8
キ
ロ

ぐ
ら
い
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
中
央

部
を
蒼
社
川
が
流
れ
、
こ
れ
を
軸
と
し

て
支
流
河
川
沿
い
に
農
地
と
大
小
却

の
行
政
集
落
が
展
開
。三
方
を
山
々
に

図
ま
れ
、
町
の
面
積
1
0
3
.
9
1凶
の

う
ち
幻
%
を
森
林
が
し
め
て
い
ま
す
。

人
口
、
世
帯
数
は
9
月
末
現
在
で
そ
れ

ぞ
れ
、
5
，9
6
6
人、
1
8
2
9
世
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
お
年
ご
ろ
を

ピ
l
ク
に
以
後
総
体
的
に
は
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
反
面
、
世

帯
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

町
の
産
業
は
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
の
第
3
次
産
業
が
就
業
者
、
生
産
額

の
面
か
ら
も
中
心
と
な
っ
て
き
だ
い
ま

す
。
昭
和
初
年
代
は
8
割
を
農
林
業

な
ど
の
第
1
次
産
業
が
し
め
て
い
ま
し

インデイアカが平成7年撞島国体のデモンストレーシヨン・スポーツとして古車宮

町で開催されます。バレーボールよりおもしろくバドミントンより簡単なこのス

ポーツ、親子で参加してみませんか。

玉川村民体育舘会場

開鑑期日平成6年12月5日目)
平成6年12月12日間
平成6年12月9日間

時 間午 後7時~午後9時まで
会 場玉川村民体育館

定 員 20名

※申し込みはお早めに村公民館まで

玉川勤労者体育センター会場

開催期日平威 6 年 2 月 68~
平成6年 2月13日閃
平成6年 2月20日側
午後7時~午後9時まで
玉川勤労者体育センタ←

20名

開
場
員

時
会
{
疋

た
。
そ
の
農
林
業
は
豊
富
な
森
林
資

源
に
よ
る
木
材
や
し
い
た
け
生
産
が

中
心
で
す
。
玉
川
町
は
今
は
す
っ
か
り

今
治
市
の
経
済
圏
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

仁
ぷ
か
わ

町
に
は
鈍
川
温
泉
が
あ
り
ま
す
。

昔
は
、
今
治
藩
の
湯
治
場
と
し
て
栄

え
、
ラ
ド
ン
を
含
ん
だ
ア
ル
カ
リ
性
単

純
泉
の
鉱
泉
は
、
肌
ざ
わ
り
の
よ
い
な

め
ら
か
な
湯
で
美
人
湯
と
い
わ
れ
、
清

流
が
岩
肌
を
洗
う
鈍
川
の
渓
谷
沿
い

に
7
、8
軒
の
温
泉
旅
館
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
町
で
は
平
成
2
年
に
泉
源
の

ボ
ー
リ
ン
グ
事
業
を
行
い
、
鉱
泉
ス
タ

自己チェック生活改善

これが「がん対策」の三本柱で、す
わが留における死亡原因のトップはがん。なんと、 4人に一人ががんで亡くなっているととにな

ります。あなたは、告分の体に気を配っていますか。働き盛りの年齢に多いがんだからこそ、日ご
ろの「がん対策Jを怠ってほしくないのです。

ン
ド
(
1
基
)
を
設
置
。
豊
富
な
鉱
泉
を

m
t
m円
で
自
動
販
売
し
て
い
ま
す
口

役
場
付
近
に
玉
川
近
代
美
術
館

(
徳
生
記
念
館
)
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な

美
術
館
で
す
が
、
黒
田
清
輝
、
ピ
カ
ソ
、

ミ
ロ
、
ダ
リ
な
ど
の
第
一
級
の
芸
術
作

品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建
物

や
美
術
品
の
す
べ
て
が
、
町
出
身
で

と
〈
せ

い

名
誉
町
民
の
徳
生
忠
常
氏
(
実
業
家
)

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
蒼
社
川

に
は
県
営
玉
川
ダ
ム
(
堤
長

mm。
堤
高

mm)が
造
ら
れ
、
澄
ん
だ
水
が
満
々
と

た
た
え
ら
れ
る
玉
川
湖
は
、
総
貯
水
量

制
万
t
を
誇
り
、
今
治
市
の
水
が
め

-大腸がん検診の実施

大揚がん検診を申し込まれた方は、下記日程により回収
しますので、受診録と検体(便)を回収場所に持参してくだ
さい。

-子宮がん検診の実施

①日時 .r場所

須釜公民館

に
も
な
っ
て
い
ま
す
o

N

自
然
が
美
味
し
い
町
H

愛
媛
県
玉

川
町
は
、
豊
か
な
森
と
き
れ
い
な
水
、

そ
し
て
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
が
人
々

と
見
事
に
調
和
し
た
町
で
す
。
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須釜地125:

※回収時間午前8時30分------11時30分
〈時間厳守でお願いします〉

砂新たに検診を希望される方や、詳しく知りたい方は、役
場保健課までお問い合わせください。

②対象者は、 30歳以上の女性です。
③当日受診録に記入し持参してください。

検
診
受
け
て
¥
〆
安
心

午前8時30分
~午前 5時
午後 1時30分
~午後2時

午前8時30分
~午前9時

11月22日

ω 

11月24日
(木)

9 



健
康
づ
く
り
運
動
を
積
極
的
に
進
め
よ
う

関

10 

こ
の
ほ
ど
、
甫
須
釜
の
円
谷
ア

ヤ
子
さ
ん
に
、
日
本
赤
十
字
社
か

ら
献
血
切
回
を
た
た
え
る
「
金
色

有
功
章
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

車
田
村
長
か
ら
表
彰
の
伝
達
を

受
け
た
円
谷
さ
ん
は
「
自
分
の
鍵

康
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
と
思
っ
て

続
け
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た口

第
お
回
石
川
地
方
公
衆
衛
生
大

会
が
玉
川
村
民
体
育
館
で
行
わ

れ
、
お
川
郡
内
か
ら
約
制
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
石
川
地
方
町
村
会
長

で
も
あ
る
車
田
村
長
が
「
私
た
ち

を
取
り
巻
く
生
活
環
境
は
著
し
く

悪
化
し
、
環
境
問
題
や
精
神
衛
生

さ
ら
に
老
人
福
祉
に
関
す
る
諸
問

題
な
ど
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
り
、

今
後
の
公
衆
衛
生
は
、
質
・
量
と

も
そ
の
真
意
を
関
わ
れ
る
時
代
で

あ
る
と
い
え
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

表
彰
式
で
は
、
石
川
地
方
の
公
衆

あ
な
た
の
愛
に
感
謝

献
血
問
団
の
功
労
賞

石
川
地
方
公
衆
衛
生
大
会

衛
生
の
発
展
に
尽
く
し
た
個
人
や
団

体
な
ど
印
名
が
、
各
種
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

村
内
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

0

1

凶
作
石
川
地
区
公
衆
衛
生
協
力
会
長
表

彰-
前
島
貞
子
(
小
高
)
・
熊
田
常

輿
(
川
辺
)
・
岩
谷
理
容
室
(
川
辺
)
・

そ
う
り
美
容
室
(
中
)

宋
石
川
地
方
保
健
委
員
会
連
合
会
長

表
彰

-
双
里
不
二
校
(
小
高
)
・
矢
部
美
枝

子
(
川
辺
)
・
大
竹
ト
ミ
エ
(
岩
法
寺
)

・
北
入
青
年
会
(
北
須
釜
)
・
遠
舘
石

組
市
北
須
釜
)
・
一
一
一
蔵
近
舘
石
組
(
北

須
釜
)

回
凶
作
連
名
感
謝
状

-
溝
井
正
治
(
小
高
)
・
須
藤

安
和
(
小
高
)
・
円
谷
ア
ヤ
子
(
南

須
釜
)

回
凶
作
福
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

所
長
感
謝
状

-
B
本
精
密
加
工
有
限
会
社
(
竜

崎
)
・
ト
ス
テ
ム
福
島
株
式
会
社

玉
川
工
場
(
川
辺
)
・
福
島
富
士
株

式
会
社
(
小
高
)
・
小
針
武
彦

(
中
)

{
敬
称
略
}

ひ
と
り
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
グ

泉
中

須
釜
中
が
学
校
祭

さ
わ
や
か
な
青
空
の
も
と
、
村

内
中
学
校
の
学
校
祭
が
2
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
ロ
回
目
を
数
え
る
泉
中

学
校
祭
は
「
僕
ら
の
創
造
カ
ー

ピ
〈
巳
M
1
r
F
0
0
}
円

L
P
I」
を
テ
ー

マ
に
、
初
日
は
校
内
弁
論
大
会
や

校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
。
ク
ラ
ス

別
の
催
し
物
コ
ー
ナ
ー
な
ど
一
般

公
開
さ
れ
、
多
く
の
観
覧
者
が
訪

れ
ま
し
た
D

2
日
目
は
体
育
祭
が

行
わ
れ
、
部
活
対
抗
リ
レ
ー
や

平成S年11月広報たまかわ

サ
ッ
ヵ
j
な
ど
の
球
技
大
会
に
、

生
徒
ら
は
き
わ
や
か
な
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

一
方
、
須
釜
中
学
校
祭
も
今
年

で
幻
回
を
数
え
「
友
情
を
、
水
遠
の

も
の
に
」
を
テ
!
マ
に
弁
論
大
会
、

石
川
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
会
や

演
劇
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2

日
自
に
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の

球
技
大
会
の
あ
と
、
芋
煮
会
が
行

わ
れ
生
徒
ら
の
歓
声
が
青
空
に
響

き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
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「大阪上空で八イジヤツク発生/福島空港に緊急着陸グJ
福島空港で、ハイジャック(航空機乗っとり)事件に犠えでの総

合警備訓練が早朝より行われ、県警本部、須賀JII地方広域消防本部、
航空会社など17機関で構成する同空港保安委員会から約250人が参
加し、本番さながらの緊迫した訓練を繰り広げました。

訓練は全自空ボーイング機を使用し「乗員、乗客123人を乗せた
福岡発仙台行A航空110便が、大阪上空で、ハイジャック信号を発信、
福島空港に緊急着陸の見込み」という想定で行われ、航空機の駐機
した空港エプロンでは警察官がパイロット交代要員や空港職員に偽
装し犯人を逮捕、乗客らを救出する、という場簡を雨のなか、空の
安全、を守るため真剣に取り組み、万一の事態に備えていました。
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性子予

-第77回村民卓球大会
玉川卓球クラブ(塩沢正態会長)主催

の卓球大会を下記により開催します。
皆さんの参加をお待ちしています。

GSC; 

夕、メ。ゼッタイF回観
麻薬・覚せい剤撲滅運動実施中

玉-JJ¥・いずみ幼稚圏お祭り行事より

最低賃金が改正されました

S2h年末調整の仕組みと
砂』噂 手続き
年末調整は、毎月の給料やボー

ナスから差し引かれた所得税と、
一年間の給与総額に対する年税額
との差額を精算するもので、サラ
リーマンにとっては確定申告に代
わる大切な手続きです。
①扶養親族に異動のあった人
②各種保険料の控除を受けようと
する人
③配偶者特別控除を受けようとす
る人
などは、勤務先に忘れすに控隙申
告書を提出してください。
詳しくは、最寄りの税務署や税

務相談室にお尋ねください。タッ
クスアンサーのコード番号は[331] 
です。

覚せい剤等の事犯は依然としてあとを

断たす、その密売手口も潜在化・巧妙イ詳

し、女性・青少年等の一般層にまで広がっ

てきています。このような覚せい剤等の

乱用を撲滅するため、 福島県と厚生省が

主催して、撲滅運動を展開しています0

・1度でもタメ。ゼツタイに !! 

・身も心もボロボロに

・愛する自分を大切に

砂覚せい剤等相談窓口~石川保健所岱

26-1111まで

福阜県の最低賓金(地域別最貧)が、 10
月18より改正されました。定められた

金額以下の護金で労働者を雇用してはな

らないことになっています。

女 1 8 4，362円
大時給 546円
ルこの最低賓金は、県内の事業所で雇用

されるすべての労働者()'¥ートタイマー、

アルバイト等を含む)に適用されます。

惨ご照会、ご椙訟は、福島労働基準局黄

金課(撞島市霞町 1番46号福島合同庁舎

内ft0245-36-460mまで

水道料金の支払いは

便利な口座振替で

須賀川税務署からのお知らぜ

年末調整説明会の開催

記

砂日

惨場

年末調整説明会を次の日程で行いま

す。

本年は、年末調整の計算の上で、特

別減税も行うことになっており、ここ

で誤りがあると、後の事務的負担が多

大になると思われます。特別減税につ

いて誤りなく実施していただくために

も、各事業所の給与担当の方は、ぜひ

ご出席いただくようお知らせします。

少日時 11月25日倒 午後 11芳30分
から午後4時まで

ル場所石川町農業共済組合

砂対象者石川郡内の本庖法人、支庖

法人、宮公庁、その他法人、個人事業

者(白色)

惨詳しくは須賀川税務署(岱75-2194)
まで
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水道料金の口座振替ができる金融機関

は次のとおりです。変更もできますので、

どうぞご利用ください。

聞あぶくま石JII農協全庖

圃県内各郵便局

厩須翼)11信用金麗全居

・東邦銀行金庖

※お申込みは各金融機関窓口で。

振替日は奇数月の25日です。詳しくは

役場水道課まで

惨種

(10月届出分)

保護者名

敏明

藤夫

昌宏

(10月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

高林浅康 73 邦男

小林ハルヨ ヨ3 幸

策藤 一夫 71 秀夫

矢吹忠次 83 忠男

遠野百合江 68 誠

お誕生おめでとう
ございます

出生児氏名
みき

白旗美希
まなみ

添田愛美
あやか

滝川彩加

区

辺

高

崎

地区

中

竜 PI奇

南須釜

北須釜

青井沢

骨骨骨1，7刊川岬，74川岬?冗附何一4引伊1慣戸

7，676人(十 5) 

3， 785人(+6) 

3，891人(-1)

地

Jll 

也

村のようす
( 6年10月1日現在)

日岳
v
-
A

下記の方々から社会福祉活動資金として寄
付をいただきました。厚く御礼申し上げますD

言己
・中の高林邦男きんから 10万円

・竜崎の小林幸ーさんから 3万円
・南須釜の斎藤秀夫さんから 3万 円
・北須釜の矢吹J忠男さんから 3万円
・青井沢の遠野牒さんから 2万円
・小高ソフトボール愛好会から村民体育祭・
模擬庖の益金として 5，296円

一。(村社会福祉協議会)

叩
月
日
日
の
献
血
者
は
次
の
別
名

で
し
た
。
あ
な
た
の
愛
に
感
謝
い
た

し

ま

す

。

{

敬

称

略

}

(
太
字
は
制
叫
献
血
者
)

畑
犠

島
慰
霊

還

機
懇

摂

一
本
田

剛
大
中
茂
喜
秋
田
秀
男
須
田

陽
子
須
釜
春
美
小
松
賢
二
草

野
ナ
カ
ヨ
有
賀
フ
ユ
石
森
ト
ヨ

小

林

タ

ツ

子

坂

崎

昭

中

島

敏

光

塩

津

真

弓

根

本

志

郎

新

国

間

男

稲

川

と

く

子

浅

和

勝

徳

曳
地
則
泰
添
田
晴
彦
組
鰍
郡
横

一圏
構
議

議

吉
田
義
顕
熊
巴
里

美

真

弓

英

典

森

百

合

子

大

竹
い
ち
子
岩
谷
ミ
サ
ヲ
鈴
木
吉

二
郎
佐
藤
俊
雄
南
繰
玲
子
宗

犠
明
美
小
林
和
良
一
高
橋
弘
幸

一
理
欝

議

選

言

萱
秀
和

矢
吹
忠
幸
塩
津
善
勝
石
森
金
弘

矢
吹
富
士
子
草
野
と
し
子
鈴
木

繁

一

近

内

源

吉

荒

牧

勇

二

安

部

光

吉

証
藷

欝
費
途
友
重

県

お

洛
v
h

車

田

正

喜

八

木

喜

孝

草

野
光
徳
境
巴
キ
ヨ
子
石
井
正
光

一粗
邸
機
議
騒
騒
鰯
織
機
鱗

議

本

野
憲
一
鈴
木
義
一
渡
辺
英
雄

石
森
代
志
子
宗
形
菊
男
石
森
三

男
安
部
金
四
郎
須
田
正
行
佐

久

間

昇

中

山

昇

一畑

一

諸
問

時:12月11巴(8)
午前9時から

所:勤労者体育センター
(南須釜)

邑 :小学生の部~
「シンクルス」
中学生から一般の部~
「シンヴルスとタフ〕レスJ

'参加資格:村内に住んでおられる方
または村内企業に勤務す
る方

~参加申込: 12月2B(fJ封までにつラフ
会長(fi57-3907)または
村公民館まで

矢
部
照
子
矢
部
美
枝
子

真
弓
み
ゆ
き
遠
藤
ゆ
み
増
子
広

行
車
田
ヨ
シ
子
塩
沢
美
代
子

車

田

光

子

八

木

玲

子

森

博

鈴
木
一
夫
油
座
広
安
遠
藤
豊
子

関
根
セ
キ
子
野
崎
一
幸
関
根
仁

一

由
山
孝
夫
小
針
周
吉
草
野

義
一
房
小
針
達
夫
永
瀬
一
雄

Jh添
削W
対
一が
は
総
附怖感
配
者
応
吐
物
件、一一

溝
井
浩
一
瓜
針
武
彦
塩
田
敬

小
原
幸
春-全国青少年健全育成強調月間ゆ

と

ο創
造
月
間
同

13 



発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷 9 玉川村役場合(0247)57 -3101 編集/企画調整諜印刷/~布円谷印刷(毎月 15 日発行)

「
青
年
団
は戦

後
復
興
の
旗
手
」

写
真
は
、
昭
和
お
年
旧
泉
村
青
年

団
本
団
幹
部
の
分
散
会
で
の
記
念
写

真
で
、
そ
の
と
き
の
団
長
で
あ
っ
た

田
子
園
夫
氏
(
何
歳
、
川
辺
。
前
列

中
央
)
が
当
時
の
よ
う
す
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た

G

「
戦
後
の
復
興
を
め
ざ
し
て
、
当

時
の
青
年
団
活
動
は
極
め
て
活
発

だ
っ
た
。
演
芸
会
や
産
業
振
興
大
会
、

北
部
5
ケ
村
に
よ
る
睦
上
競
技
会
、

雄
弁
大
会
で
は
、
関
根
忠
幸
君
(
前

教
育
長
。
後
列
右
か
ら
4
人
目
)
が

郡
で
も
優
勝
し
ま
し
た
。
事
業
も
や

り
注
目
さ
れ
て
い
た
か
ら
予
算
は
大

分
と
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
血
気
盛
ん

で
、
分
団
が
対
立
し
、
争
い
事
が
絶

え
な
か
っ
た
ナ
」
と
園
夫
さ
ん
。

団
長
宅
の
前
で
写
っ
て
い
る
本
団
幹

部
の
面
々
は
、
因
子
さ
ん
の
右
が
前
村

長
の
小
針
千
代
之
助
氏
(
U
歳
)
で
、
郡

連
合
青
年
国
会
長
で
し
た
。そ
の
右
は

竜
崎
の
小
林
昭
平
氏
、
さ
ら
に
右
で

立
っ
て
る
方
は
高
原
雄
司
氏
(
小
高
)、

そ
の
左
は
矢
吹
常
吉
氏
(
岩
法
寺
)
で

す
。眼
鏡
の
人
は
故
、
丹
内
栄
一
さ
ん
で

当
時
の
教
育
委
員
長
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
青
年
団
が
今
と
違
っ
て
相
当
な
力

を
持
っ
て
い
た
」
そ
う
で
、
写
真
を
み

て
も
そ
う
い
う
雰
間
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

神奈川県川崎市

石井セツさん(北須釜出身)

一東京玉川会員だより一

「心なごむ古隻の花J

野
山
も
す
っ
か
り
色
づ
き
秋
の
深

ま
り
を
感
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
玉
川
村
の
皆
様
方
お
変
り
な
く

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
年
は
昨
年
と
は
う
っ
て
変
わ
っ

て
お
米
が
大
豊
作
と
の
こ
と
で
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
も
田
舎
を
で
て
か
ら

ω年
以
上

が
過
ぎ
ま
し
た
口
古
里
も
帰
郷
す
る

た
び
に
風
景
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
お
盆
に
帰
っ
た
と
き
い
つ

も
私
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
北
須
釜
老
人

会
の
皆
様
が
パ
ス
通
り
の
道
端
に
、

丹
精
込
め
て
育
て
花
を
咲
か
せ
た
カ

ン
ナ
や
マ
リ
l
ゴ
ー
ル
ド
で
す
。
暑

い
中
、
皆
様
が
一
生
懸
命
手
入
れ
を

し
て
咲
か
せ
た
花
に
む
か
つ
て
、
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
つ

も
帰
る
た
び
に
お
礼
を
い
い
ま
す
。

右が石井さん。東京・上野の東照宮「寒ぼたん」

私
も
今
は
時
間
が
あ
れ
ば
、
社
会
奉

仕
の
つ
も
り
で
福
祉
協
会
の
老
人
看

護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生
き
が

い
を
感
じ
、
楽
し
み
な
が
ら
励
ん
で

お
り
ま
す
。

現
在
は
福
島
空
港
が
で
き
た
山
々

に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
思
い
出
が
あ
り

ま
す
。
小
学
生
の
こ
ろ
、
山
に
オ
キ

ナ
草
を
取
り
に
行
き
帰
り
が
遅
く

な
っ
て
し
ま
い
、
当
番
の
風
呂
た
き

を
や
ら
な
い
で
亡
き
祖
母
に
し
か
ら

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
昔
話
を

聞
き
、
眠
い
呂
を
こ
す
り
な
が
ら
手

伝
っ
た
葉
た
ば
こ
の
し
も
、
今
は
楽

し
い
思
い
出
で
す
。

来
年
も
ま
た
東
京
玉
川
会
で
皆
様

に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
最
後
に
村
の
御
繁
栄
と

皆
様
の
御
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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